
【講師紹介】

時計専門商社セイコー（株）、及び機能性食品メーカー ㈱大和薬品で海外営業に通算40   
年従事した。その間通算10年の海外駐在、出張にて50か国を訪問。駐在では欧州赤字子社
を4年で再建、また米国子会社を立上げ4年で軌道に乗せた。現在 ㈱大和薬品で海外事業
の陣頭指揮を執る傍ら、㈱PTGで中小企業の海外展開支援、海外展開企業経営者及び社員
のビジネス英語コーチングを行う。

日時： 4月19日（水） 18:00 ～ 19:30

会場：会場とZOOMの両方で開催
※会場：東京都千代田区神田美倉町10番地

喜助新神田ビル4階（神田駅徒歩6分）
※会場とZOOMご案内は別途ご連絡

参加費：会場とZOOMともに無料

講師：株式会社PTG 代表取締役
大和薬品株式会社常務取締役
白井規直氏

第49回技術総合支援フォ－ラム
主催 ＮＰＯ法人新現役ネット 技術総合支援グループ
共催 ＮＰＯ法人新現役ネット 事務局

中小企業の経営者の皆様へ
政府支援機関の支援で海外展開を成功させる方法

～縮小する国内市場から脱し、事業基盤を確固にする ～

【講演概要】

日本はこれから少子高齢化が加速し、国内市場は縮小します。日本市場のみに依拠している
中小企業はこれから苦戦を強いられることになります。

日本政府もこの状況を憂慮し、2022年8月、内閣官房内に海外ビジネス支援室を設置し日本
貿易振興機構（JETRO）、中小企業基盤整備機構（中小機構）などの海外展開支援機関を一
体化し、中小企業の製品開発や海外への販路開拓を支援する体制を整えています。支援対象
は、商社や政府機関との関りが薄く、自前での海外展開を躊躇する中小企業です。

実は、現時点でも支援機関の施策はかなり充実していますが、十分に活用されていない現状
にあります。その理由は、主に次の3点です。

①当該政府機関の支援施策の認知度が低い
②対象となる中小企業の多くは、まだ海外展開は敷居が高いと考えている
③仮に支援が受けられるとしても、どのように支援を受けて良いか分からない

今回のフォーラムでは、JETRO支援によるバングラディシュ市場開拓を成功事例として取り
上げます。JETRO単体でも、支援策が充実していることをお分かりいただけ、またJETROや
その他の支援機関の支援を受けるノウハウを理解できます。

中小企業が海外への販路開拓に関心を持ち、政府支援機関の支援を受けてそれを成功させ、
事業基盤をより確固たるものにすることができます。

定員：会場） 先着10名様
ZOOM）100名様

申込み： E-mailで下記をお書き添えの上
お申込み下さい。
▷ gforum2021@ml.gssg.jp 

・件名：「第49回フォーラム」
・氏名、ご職業
・参加方法：会場 or ZOOM


